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英語版サイエンスショー実演の実施報告 

 

吉 岡  亜紀子＊ 

 

 

概 要 

 

2019 年７月～2020 年２月にエキストラ実験ショー枠のサイエンスショーを英語で実演した。演目は、「ロ

ケット！ロケット！ロケット！」（20回）、「ハラハラ バランス大実験」（10回）、「見える見えないのふしぎ」（５

回）、「花火の大実験」（５回）、「電池がわかる」（２回）であった。見学者のほとんどが日本語を母語として

いると思われる状況で英語版のサイエンスショーを実演し、見えた成果と課題を整理した。 

 

 

１．はじめに  

大阪市立科学館でサイエンスショーを演示するボラ

ンティア「科学デモンストレーター」は、大阪市立科学

館のアウトリーチ研修講座［１］または科学デモンストレー

ター研修講座［２，３］を修了して、主に大阪市立科学館

のエキストラ実験ショー［４］を演示している。 

科学デモンストレーターの有志は、エキストラ実験シ

ョーに留まらず、各地の科学の祭典等に出演するなど

活動の場を自ら広げている。筆者は 2015 年から海外

にも活動の場を求め、海外の科学館や学校で 53 回の

サイエンスショーを実演してきた［５］～［９］。 

これまでに訪問した海外の科学館のうち、公用語が

英語でない国の科学館としては、フィンランド・ロヴァニ

エミの北極圏センター・アルクティクム（2016 年）［７］、ド

イツ・ミュンヘンのドイツ博物館（2016 年）［８］、スイス・ヴ

ィンタートゥールのスイス科学館テクノラマ（2017 年）［９］

に遠征した。これらの科学館では展示に現地の公用

語と英語が併記されていることはあったが、少なくとも

筆者が訪問した期間には、サイエンスショーは現地の

公用語のみで行われており、現地科学館のサイエンス

ショー担当者によって英語で上演されるサイエンスショ

ーはなかった。 

筆者は残念ながらフィンランド語やドイツ語ができず、

上述の非英語圏の科学館でも英語でサイエンスショー

をする他なかった。そして、非英語圏の現地科学館の

スタッフからは度々、「子どもたちやお年寄りには英語

がわからないから、通訳が必要ではないか」「英語がわ
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からない人には楽しめないのではないか」「ほとんどの

来館者が楽しめないのだから、英語のサイエンスショー

は１日に１回までに限定したい」と心配されてきた。 

しかし、遠征先に到着して実際に現地科学館スタッ

フの前でリハーサルをさせてもらうと、「この程度の英語

なら通訳は必要ない」「英語がわからなくても、現象が

しゃべってくれる」と安心され、１度に限定されていた１

日の上演回数を増やしていただけたり、会場の外で「う

ちの子は英語がわからないからやめておく」と尻込み

するお客様にも現地科学館のスタッフが積極的に「英

語がわからなくても楽しめます」と声をかけてくれたりす

るようになった。 

これは１つには、演示者ではなく見学者と現象を主

役にして、観客が自然現象を観察し、自然現象と対話

することで科学思考を楽しむことを可能とする「自然が

語るサイエンスショー」［10］の手法が、比較的言葉に頼

らなくても伝わる、楽しめるサイエンスショーを可能にし

ているからだと思う。もう１つには、筆者の母語は日本

語で、英語では簡単な表現しか使えない上に、ゆっく

りとしか話せず、日本語で実演する時よりも言葉の数

がずっと少なくなっていることがよかったのだと思う。 

大阪市立科学館でも、サイエンスショーは特別な場

合を除いて日本語で上演されてきた。大阪市立科学

館で日本語で上演されるサイエンスショーの見学者の

様子や反応からは、日本語を母語としているか、母語

と同じくらい日本語のわかる人がほとんどであるように

思われる。筆者も日本語が母語なので、このような状

況では、日本語でサイエンスショーをすることが筆者に

とってもほとんどの見学者にとっても最も負担が少ない

と思われる。 
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しかし、もし、見学者と現象を主役にし、言語で長々

と説明することに頼ることを止めれば、英語のサイエン

スショーでも、筆者にも、ほとんどの見学者にもあまり負

担にならず、非英語圏の海外遠征先で喜ばれたように、

伝わる、楽しめるサイエンスショーになるのではないだ

ろうか。 

そこで、2019 年７月～2020 年２月にエキストラ実験

ショー枠のサイエンスショーを英語で実演した。演目は、

「ロケット！ロケット！ロケット！」［11］（20 回）、「ハラハラ 

バランス大実験」［12］（10 回）、「見える見えないのふし

ぎ」［13］［14］（５回）、「花火の大実験」［15］（５回）、「電池が

わかる」［16］（２回）であった。 

以下、各演目毎に述べる。特に演示の機会が多か

った「ロケット！ロケット！ロケット！」について詳述す

る。 

 

２．英語版サイエンスショー 

２-１．英語版「ロケット！ロケット！ロケット！」 

ロケットはなぜ宇宙まで飛んでいけるのか、すなわち、

ロケットは、カエルのように地面を蹴って飛ぶのではな

く、「中身を噴き出して反動で飛ぶ」ということを様々な

実験を通して見学者に気付かせるサイエンスショーで

ある。主な構成要素とキーワードを表１に示す。 

 

表１ 英語版「ロケット！ロケット！ロケット！」の 

主な構成要素とキーワード 

構成要素 キーワード 

ロケットの打ち上げの写

真を見せる。 

・ロケット（rocket） 

・打ち上げ（lift-off） 

入浴剤ロケットを打ち上

げる 

・燃料（fuel） 

・ 何 が 起 き る ？ （ What 

will happen?） 

カエルのおもちゃが机を

蹴って跳ぶ 

・跳ぶ（jump） 

・蹴る（kick） 

カエルのおもちゃを空中

に吊るすと跳ばない。机

が重要だったことに気付

く。 

・ 何 が 起 き る ？ （ What 

will happen?） 

・跳ぶ（jump） 

・蹴る（kick） 

・机（table） 

入浴剤ロケットを空中に

吊るして飛ばす 

・燃料（fuel） 

・ 何 が 起 き る ？ （ What 

will happen?） 

・跳ぶ（jump） 

・蹴る（kick） 

・机（table） 

カエルと入浴剤ロケット

の違いに気付く。 

・燃料（fuel） 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

再度、入浴剤ロケットを

空中に吊るして飛ばす 

・ 何 が 起 き る ？ （ What 

will happen?） 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

ロケットは、中身を噴き出

して飛ぶことを知る。 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

風船の口を持つ手を離

すとどうなるか実験する。

中身の空気を噴き出し

て飛ぶのでロケットと同じ

であることに気付く。 

・ 何 が 起 き る ？ （ What 

will happen?） 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

写真の大きなロケットも、

中身を噴き出して飛んで

いることを示す。 

・大きい（big） 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

大きなロケットは、すごい

爆発の大きな勢いで大

きく噴き出して飛ぶ必要

があることに気 付 かせ

る。 

・大きい（big） 

・爆発（explosion） 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

大きなロケットの燃料は

水素であることを説明す

る。よく燃えるが爆発しな

いことを見せる。 

・燃料（fuel） 

・水素（hydrogen） 

・炎（fire） 

・爆発（explosion） 

大きなロケットは酸素も

積んでいることを説明す

る。線香を酸素雰囲気

で燃やす。 

・燃料（fuel） 

・酸素（oxygen） 

・炎（fire） 

・爆発（explosion） 

水素と酸素を２：１で混

ぜて燃やす。 

・燃料（fuel） 

・水素（hydrogen） 

・酸素（oxygen） 

・一緒に（together） 

・ 何 が 起 き る ？ （ What 

will happen?） 

・爆発（explosion） 

・耳をふさいで！（Cover 

your ears!） 

アルコールの燃焼を見

せる。 

・燃料（fuel） 

・アルコール（alcohol） 

・爆発（explosion） 

アルコールをペットボトル

内に噴霧し、フタをする。

フタには小さな孔がある

ことを見せる。 

・爆発（explosion） 

・噴き出す（blow off） 

・ 何 が 起 き る ？ （ What 

will happen?） 
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ペットボトルロケットを打

ち上げる。 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

ゴムで飛ぶロケット形の

おもちゃを飛ばす。「ロケ

ット」と言えるか尋ねる。 

・噴き出す？（blow off） 

両手を上げて頭の上で

手のひらを合わせ、ロケ

ットの形になって跳ぶ。

「ロケット」と言えるか尋ね

る。 

・蹴る（kick） 

・噴き出す？（blow off） 

再度、ペットボトルロケッ

トを打ち上げる。 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

 

表１からわかるように、同じキーワードを繰り返し用い

た。表１に記載のキーワードは、表２に分類するように、

14 語だけである。 

 

表２ ロケットのキーワード 

分類 キーワード 

ロケット ・ロケット（rocket） 

・噴き出す（blow off） 

・打ち上げ（lift-off） 

カエル ・蹴る（kick） 

・跳ぶ（jump） 

・机（table） 

燃料 ・燃料（fuel） 

・炎（fire） 

・大きい（big） 

・爆発（explosion） 

・水素（hydrogen） 

・酸素（oxygen） 

・一緒に（together） 

問い ・何が起きる？（What will happen?） 

 

厳密さよりも、なるべく平易な単語を選ぶことを優先

した。実際には、キーワードだけでは話しにくく、通常

の文章の形にして用いたが、キーワードを意識して、キ

ーワードをゆっくり、大きく、はっきり発音するように気を

付けた。また、動作で表せるキーワードには身振りも付

けた。一方、「水素」や「酸素」のように、動作で表すこ

とができず、無色透明で目に見えず、日本語がないと

理解が難しいと思われる用語は、日本語と英語を併記

したフリップも用意して、文字で見せるようにした。フリッ

プに記載する日本語が漢字の場合は平仮名でふりが

なも記載した。水素爆鳴気のように大きな音が鳴る実

験では特に、身振り手振りも加えて、耳をふさぐように

促した。 

これは 20 回の演示を通して気付き、身に着けたこと

である。最初は日本語のサイエンスショーの台詞をほ

ぼそのまま英語にしたが、回数を重ねて、どのような単

語や表現、動作なら、見学者から日本語のサイエンス

ショーの時のような反応が返ってくるかを色々と試した。

何度目かの実演では、筆者が噴き出すような動作とと

もに「blow off（噴き出す)」というと子どもたちが「ぶおー」

と言うようになった。噴出の擬音だと思ったのかもしれ

ない。そしてゴムで飛ばすロケットを見せたとき、「ロケッ

トと違う！だって『ぶおー』がないやん！」と叫んだ。そ

の時、英語版「ロケット！ロケット！ロケット！」がいちお

う完成したと思えた。 

 

２-２．その他の英語版サイエンスショー 

英語版「ロケット！ロケット！ロケット！」と同様、他の

演目でも、動作や物を見せて伝わるものは、動作や物

とともに英語のキーワードを繰り返すだけで通じるよう

だった。 

一方、「花火の化学」では、「黒色火薬」「炭」「硫黄」

「硝酸カリウム」「鉄」「銅」「ナトリウム」「ストロンチウム」

「リチウム」といった物質名は、英単語をいくら繰り返し

ても理解してもらえない。「鉄」はかなづち、「銅」は十

円玉、「ナトリウム」は食卓塩を見せ、その他の用語は

フリップを用いた。 

「電池がわかる」も、物質名や「化学反応」「電子」と

いった用語はフリップに頼った。 

「ハラハラ バランス大実験」は、最も重要なキーワ

ードは「重心（center of gravity）」である。これだけで３

語もあり、「gravity」が子どもに通じるかどうか、また、キ

ーワードだけで、説明 なしで、重心と長さの中心

（center）との違いに気付いてくれるかどうか心配だっ

た。様々な物を指先に載せ、バランスを取って、重心を

探しては大きな赤い丸印のシールを貼 り、 「重心

（center of gravity）」と繰り返した。野球バットのような、

重心が長さの中心からずれるものを使って、「中心」と

「重心」を何度も指さしたり、見学者に声を出して繰り

返してもらったりして、言語による説明なしで、直感的

に理解してもらえるように心がけた。 

「見える見えないのふしぎ」は偏光板を使ったサイエ

ンスショーで、特に液晶や光弾性については現象とキ

ーワードだけで説明できる段階には到達できなかった。

このサイエンスショーの出発点の光が波だということも、

通じたかどうか、確信が持てないこともあった。日本語

でサイエンスショーをしている時と同じ程度の分量の説

明をそのまま英語でした。 

様々などのようにして現象とキーワードだけで見学

者に気付いてもらうか、今後の課題である。 
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３．結び 

非英語圏において英語でサイエンスショーをすると

き、実演者にも、ほとんどの見学者にもあまり負担にな

らず、自然に楽しんでもらえるようにするためには、見

学者と現象を主役にし、言語で長々と説明することに

頼ることを止める必要がある。それを実現するための１

つの方法として、サイエンスショーのシナリオを見直し、

キーワードを選び、キーワードをどのような英語で表現

するかを検討することができる。この過程は、日本語で

サイエンスショーをする場合でも、そのサイエンスショー

をよりよくするために有効ではないかと考えている。 

抽象的な概念や、有体物でも目に見えないものを

指す場合には、現時点では、日本語（漢字と平仮名

併記）と英語を併記したフリップを使用している。 

言語を全く使用せずに、日本語のサイエンスショー

と同程度の複雑な現象を扱うサイエンスショーをするこ

とができるだろうか。今後挑戦してみたい。 
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